
社会を設計できるか？―インフォーマル市
街地から考える工学の未来

人びとの日常的な実践

を都市の設計にどう活

かせるのか？

豊橋技術科学大学 小野悠

【専門】 都市工学

【経歴】 2016年3月 東京大学大学院工学系研究科 修了

 2016年4月 愛媛大学／松山アーバンデザインセンター

 2017年12月   豊橋技術科学大学



Share of urban population living in slums (2018)

世界の10億人がインフォーマル市街地に暮らす

https://ourworldindata.org/grapher/share-of-urban-population-living-in-slums
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MUKURU

都市の統治はどのように
成り立っているのか？

土地の正当性はどのよう
に担保されるのか？

住まいのかたちはいかに
決まるのか？

インフラへのアクセスは
いかに分配されるのか？

NAIROBI, 

KENYA



インフォーマル市街地を工学する

記述
Descriptive Phase

媒介
Mediating Phase

設計
Design Phase

• 社会の実態や構造を明らかにする

→ 可視化、測定、分析

• 望ましい構造や原理を提示する

→ モデル化、理論化、設計指針

• 異なる制度や主体を接続する

→ 翻訳、制度設計、合意形成



• 地域自治の再設計

• 災害後の生活再建システム

• 市民参加型環境評価

• そして言う：

• これらは地域や国が違っても、共通して「社会システムの設計」という課題です。

• これでアフリカと日本が一本につながる。

• 工学の未来は、より高度になることだけではありません。

• 物質だけでなく、関係や制度も設計対象にすること。

• 工学の射程を社会へと拡張することです。

• 自然を制御する工学に加え、社会を設計する工学が求められ

ています。

• 社会システムの設計

• 自然科学

• 社会科学

• 人文科学

社会シ
ステム
の設計

人文
科学

自然
科学

社会
科学

多様な分野の手法や知見・技術を用いて

社会の関係や制度を設計対象として捉える工学

地域自治の再設計（自治会DX）市民参加型の環境評価 災害後の生活・生業再建
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